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あらまし：考古学では，未整理状態の遺物データ These are the serious issues for databases. For 

等を管理すること，整理・分類により知見を得る the purpose of addressing these issues, this paper 

こと，研究者間で知見を共有すること，ならびに， describes a basic database, a derived database, 

分かりやすいユーザインタフェースが求められて and the user interface. Un-arranged data can be 

いる．これらはデータベースにとって大きな課題 stored in a basic database. A derived database 

である．本論文では，これらの課題を解決するた is flexible because it is based on sets. This 

めの，基本データベース，導出データベース，な database can be used in a top-down manner 

らびに，グラフイカルなユーザインタフェースに through the data-driven information on data 

ついて述べる．基本データベースには未整理デ－ stored. Query results can be displayed on a map 

タをとりあえず格納できる．導出データベースは by using the user interface. Application of this 

集合により柔軟性を高めたデータベースであり， system to Asakura Family Castle Site is also pre-

データ主導のデータ定義情報を持つ．ユーザイン sented. 

タフェースでは，地図上での遺物表示が可能であ

る．また，一乗谷朝倉氏遺跡の遺物を対象とした キーワード：陶磁器データ管理，柔軟なデータ

適用例を示す．適用例について述べる． ベース，データモデル，グラフイカルユーザイン

タフェース
Summary: Managing un-arranged relic data, 

obtaining information through arrangement Keywords: Ceramics Data Management, Flex-

and classification, and sharing the information ible Database, Data Model, Graphical User In-

among researchers, as well as user-friendly inter- terface 

face are required in the archeological research. 
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1 はじめに

公開シンポジウム「人文科学とデータベース」

軟性を高めることができる．さらに，従来のデー

タ定義に相当しデータ主導で変化する、ンェイプと

近年のコンビュータの進歩は目覚ましく，考古 し、う概念を導入する．これにより，従来のデータ

学へのコンピュータの導入も盛んに検討されてき ベースが持つ，データ定義に基づく問い合わせや

ている［1ぅ2］.この中でも，考古学データのデータ トップダウン的なデータ整理といった利点を継承

ベース化は多くの研究者から必要とされている． する．

ここでは，様々な個別データベース群とそれらの 以下， 2.で基本データベースについて述べ，

統合データベースが構築・整備され，必要な情報 3.で， 導出データベースについて述べる．そし

が迅速に得られることが期待されている．しかし， て， 4.で本データベースシステムの適用事例に

データベースの構築にあたっては，情報量とデー ついて述べる．ここでは，地図上で検索結果を表

タベースへのデータ投入負荷を考慮することや 示するユーザインタフェースについても述べる．

データ格納に先立つデータ定義を十分検討するこ 最後に， 5.でまとめを行う．

とが重要であると指摘され，安易なデータベース

構築に警鐘が与えられている［3,4］.これは，従来 2 基本データベース
のデータベースの欠点、とも考えられる．すなわち，

データベース構築に先立って全てを決定しておか 基本DBには，管理したい対象物から人聞が抽

なければならないということであり，トップダ、ウ 出したデータ（対象物の重さ，サイズ，考古学デー

ンにしかデータベースを構築できないということ タベースであれば発掘日や，発掘場所など）や，

である．考古学研究のように，様々な研究が積み 対象物から得られる画像・ 音声 ・動画といった，

重なって体系をなしてゆく場合は，データベース いわゆる，マルチメディアデータが未整理の状態

をボトムアップに構築できる方が望ましいが，従 で格納される．それらのデータ（測定データ）は，

来のデータベースではこれは不可能である． 一見，普遍的なデータであるようにみえるが，例

そこで，本論文では，個別データベースを柔軟 えば重さ，大きさなどは測定した人間やその時の

に構築でき，しかも，あとから柔軟に統合して統 環境によって変化する可能性がある．そこで，測

合データベースを構築できるようなデータベース 定データにはそのデータを得た環境や測定条件な

の実現を目的として，ボトムアップにデータベー どを付加しておく．この測定データと測定条件の

スを構築可能とするデータベースの枠組みについ 組を基本データと呼ぶ．さらに，同じ対象物から

て述べる．本枠組みでは， 2種類のデータベース 得られた基本データは一つの識別子で参照できる

を考える．未整理データを格納するデータベース ようにする．この識別子で識別されるデータを基

（基本データベース）と基本データベース中のデ一 本エレメントと呼ぶ．基本エレメントには複数の

タを研究の進展に応じて徐々に整理することを可 基本データを格納できる．ユーザは基本エレメン

能とするデータベース（導出データベース）であ トから測定条件をもとに所望するデータを決定す

る．基本データベースは，あらゆるデータを格納 る．基本DBは基本エレメントの集合である．

するため，ならびに，格納したデータの柔軟で効 基本エレメントの例を図 lに示す．図 1の基本

率良い操作を可能とするために， 全 く構造を持 エレメントの識別子は「12345Jである．この基

たない非構造化データベースではなく，操作性を 本エレメントには2個以上の基本データが格納さ

考慮、した構造化データベースとする．導出データ れている．測定データは文字列で格納されている．

ベースでは，物事を集合としてとらえることを従 ここでは，便宜的に「，Jで区切ってデータを格納

来のデータベースよりもより一層徹底する．すな する例を示しているが，どのような形式でデータ

わち，従来n項組で表された事物を集合としてと を格納しても構わない．また，この文字列中には

らえる．事物を集合として表現し，集合演算を用 「表の写真」と 「裏の写真Jという文字列を格納

いて処理を行う．これにより，データベースの柔 している．これが，「表の写真」や 「裏の写真」と
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ID 釜本データ

基本データ
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図 1：基本エレメント

いう名前の付いたマルチメディアデータを一緒に

格納していることを表す方法である．「表の写真」

や「裏の写真」の有無は，その文字列をサーチす

ることで確認できる．また，測定条件も文字列と

して格納されている．

3 導出データベース

3.1 データエレメント

識別子 データセル 種類導出過程

I 123 I kg I 50. 5 I weight I I 

124 j cm ［計メントIlength I 
単位データ ・

図 2：実データエレメント

基本データ（文字列）

データエレメント＝（識別子，

(cm，議
length，導出過程）

図 3：指示エレメント

実データエレメントの例を図2に示す．図には2

つの実データエレメントが存在する．上の実デー

タエレメントには「50.5」というデータ値が格納

されている．また，単位は 「kg」で重さ（weight)

である．下の実データエレメントにはデータ値で

データエレメントは導出DBにおいてデータ はなく指示エレメントが格納されている．これは，

の実体を格納する要素であり，導出DBにおける 基本データ中のデータを参照するものである．指

データの取り扱いの最小単位である．導出DBは 示エレメントの概念図を図3に示す．この例では，

データエレメントの集合である． 基本データ中の「13.32」という文字列を指示エ

データエレメントには識別子が付与される．デ レメントで指している．

ータエレメントには， 実データエレメントと仮想 仮想データエレメントとは，実体を持たず，他

データエレメントがある．実データエレメントは， のデータエレメントを参照するデータエレメント

基本DB中の基本データを指す指示エレメントま である．仮想データエレメントは主にデータエレ

たはデータ値，ならびに，単位で構成されるデー メントを他の導出DBから参照する場合に用いる．

タセルとデータの種類とどのようにデータエレメ

ントが得られたかを表す導出過程で表現される．

ここで，データの種類は， length（長さ） , weight 

（重さ）, image （静止画） , video （動画） , string 

（文字列） , numeric （数値）などがあり，ユーザ

が独自に定義することもできる．

3.2 名前付きエレメント

基本的には，データエレメントに名前を付けた

ものが名前付きエレメントである．データエレメ
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ントの集合，配列，順序集合，ならびに，オブ、ジェ

クトにも名前を付けて名前付きエレメントとする

ことができる．オブ、ジェクトに名前をつけて名前

付きエレメントとした場合は，オブ、ジェクトが他

のオブ、ジェクトから構成されている，いわゆる，

複合オブ、ジェクト［8］を構成することになる．名

前付きエレメントは，後述のオブジェクトの主要

な構成要素であり，名前付きエレメントは必ずー

っのオブ、ジェクトに属さなければならない．これ

に対して，データエレメントは必ずしも名前付き

エレメントに対応しているとは限らず，また複数

の名前付きエレメントに対応する場合もある．

3.3 オブジェクト

オブジェクトは研究者の見方や仮定を反映した

データの単位である．オブ、ジェク トには識別子が

付与され，その識別子は導出DB内で一意である．

オブジェクトは基本的には名前付きエレメントの

集合である．名前付きエレメントの集合は，導出

D B中のデータエレメントの部分集合にマッピン

グされる．オブ、ジェクトは，後述する複数のバン

ドルに同時に属することができる．また，どのバ

ンドルにも属さないで存在することもできる．

オブ‘ジェクトの例を図 4に示す．図 4には2つ

のオブ、ジェクトが示されている．いずれもj内面

紋様J' I半径」，「重さ」という名前の名前付きエ

レメントを持っている．

オブ、ジェクトが自身の識別子の他に，他のオブ

ジェクトの識別子とそのオブ、ジェクトが属する導

出DBの識別子から構成されている場合，そのオ

ブジェクトは実体を持たずに他のオプ、ジェクトへ

の参照ポインタをもっ仮想オブ、ジェクトである．

仮想オブ、ジェクトは主にオブ、ジェクトを他の導出

D Bから参照する場合に用いる．

オブ、ジェクトは，空のオプ、ジェクトに 1つ以上

の名前付きエレメントを挿入することで作成でき

る．また，既存の2つのオブ．ジェクトに集合演算

を施すことにより新たなオブ、ジェクトを作成する

こともで、きる．

名前付きエレメント オブジェクト

図4：オブジェクト

3.4 視点

視点とは，オプ、ジェクトの構成要素である名前

付きエレメントの集合の部分集合である．視点を

通してオブ、ジェクトをみると，オブジェクトに属

する名前付きエレメントのうち，その視点に属し

ている名前付きエレメントのみが見える．部分集

合を構成する名前付きエレメントはユーザによっ

て指定される．

視点の例を図 5に示す．この例では， 2つの視

点が設定されている．視点Aから見ると，このオ

ブジェクトは 「紋様」，「口径J，「縦J' I横J，「種

類Jという名前付きエレメントを持ち，視点Bか

ら見ると，このオブ、ジェクトは「紋様」，「半径」，

「高さん「幅J，「種類Jという名前付きエレメン

トを持つ．

3.5 バンドル

バンドルはオブ、ジェクトの集合である．バンド

ルにも識別子が付与される．バンドルには，ユー

-48-
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破片を表わすオブジェクト

図 5：視点 図 6：バンドル

ザが指定した束縛条件を満足するオブ、ジェクトが のバンドルがある．上のバンドルには「半径」と

所属する．束縛条件は，オブ、ジェクトがバンド、ル いう名前付きエレメントを持つオブPジェクトが属

に属するために必要な条件である．ここでは，束 しており，下のバンドルには 「重さJとしづ名前

縛条件を，バンドル条件と複数のオブ、ジェクト条 付きエレメントを持つオフ守ジェクトが属している．

件を論理和で結合したものとする．バンドル条件 「半径」と 「重さ」の両方の名前付きエレメ ント

は，例えば，「高さと幅を持つもの」といった，ユー を持つオブ、ジェクトは両方のバンドルに属する．

ザがその見方や仮定のもとに指定した条件である． バンドルはバンドル条件を指定して定義する

オブ、ジェクト条件はバンドル条件は、満たさないが ことで作成される．バンド、ル条件を満足するオブ

バンドルに属するオブ、ジェクトを表わす条件であ ジェクトはそのバンドルに属すことが可能となる．

1 一つのオブジェクト条件は”OID＝オブ、ジェク また，前述のように，バンドル条件を、満足しない

ト識別子”としづ形で表される．ここでomはオ オブ、ジェクトをそのバンドルに属させることも可

ブ‘ジェクトの識別子を表わす予約語である．オブ 能である．さらに，既存のバンドルに集合演算を

ジェクト条件を導入した理由は，（1）どのような 施すことにより新たなバンドルを作成することも

見方や仮定にも例外が存在すること，（2）必ずし できる．

も的確な条件を指定できるとは限らないことであ

る．オブ、ジェクト条件により，バンドル条件を満
’ 3.6 シェイプ

たしていないオブ、ジェクトをバンドルに無条件に

属させることができる．これにより，とりあえず 従来のデータベースにはスキーマが存在する．

バンド、ルを生成し，ある程度オブ、ジェクトの数が これは，データベースの形を表す情報であり，デー

そろった段階で，それらのオブジェクトの共通性 タ格納に先立って決定されていることが基本であ

や性質を考慮した上で改めて正確なバンド、ル条件 る．従来のデータベースではこのスキーマをも

を定義することが可能になる・ とにデータの問い合わせを行うことができる．ま

バンドルの例を図6に示す．この例には， 2っ た，スキーマが存在することで，トップダ、ウン的

ハHau
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にデータを整理してゆくことができる．

ここでは，導出DBがどのようなデータベース

エレメントから構成されているかを表す情報とし

てシェイプを考える．

シェイプは，基本的には，名前付きエレメント

の名前nameとその名前を同じくする名前付きエ

レメントのデータ型の集合DTの組（name,DT) 

の集まりである［19）.組（name,DT）をシェイプ

エントリと呼ぶ．オブ、ジェクト，視点，ならびに，

バンドルは，それぞれ，名前付きエレメントの集

合であるともみなせる．そこで，それらに関する

シェイプを，それぞれ，オブ‘ジェクトのシェイプ，

視点のシェイプ，バンドルのシェイプと呼ぶ．オブ

ジェクトのシェイプは，オブ、ジェクト中の名前付き

エレメントに対するシェイプエントリの集合であ

る．視点のシェイプは，視点中の名前付きエレメン

トに対するシェイプエントリの集合をSとすると，

組（視点名， s）で表される．同様に，バンドルの

シェイプは，バンドル中の名前付きエレメントに

対するシェイプエントリの集合をSとすると，組

（バンドノレ名， s）で表される．さらに，導出デー

タベース中の全てのオブジェクトに対しでも同様

のシェイプが考えられる．これは，視点とバンド

ルに関しでも同じである．導出データベース中の

全てのオブジェクト，視点，バンドルに対するシェ

イプを，おのおの， Sobj(db),Spersp(db）ぅSbnd1(db)

とすると，導出データベースのシェイプは， 3つ組

( Sobj(db), Spersp(db), Sv吋 l(db) ）で表される．

図4の右側のオブジェクトに対する、ンェイプの

例を図7に示す．このオブ、ジェクトは，「重さJとい

う名前の名前付きエレメントを2つ持ち，それら

の値のデータ型が”int”と＂float＂で、ある．従って，

名前が 「重さ」のエントリは，データ型の情報と

（内面紋様，｛ string } ) 

（半径，｛float}) 

（重さ，｛ int, float } ) 

図 7：オブジェクトのシェイプ

らない．また，ある名前Aを持つ全ての名

前付きエレメントのデータ型として存在しな

いデータ型が，シェイプ中のその名前 Aを

持つエントリ中に存在してはならない．

条件 1は，現在のシェイプに存在しない名前や

データ型を持つ名前付きエレメントが挿入される

と，その名前やデータ型が含まれるように、ンェイ

プが変わらなければならないことを意味している．

この場合，名前付きエレメントが挿入されたオブ

ジェクトの、ンェイプが変わり，これに伴い，視点

やバンド、ルのシェイプにも変更が必要な場合には

それらが変化する．条件 2は，名前付きエレメ

ントの削除によりその名前付きエレメントの名前

やデータ型を持つような名前付きエレメントが存

在しなくなった場合に，シェイプからその名前や

データ型を削除しなければならないことを意味し

ている．

シェイプはデータベースの形を表わすという点

ではスキーマと共通点があるが，データ格納に先

立って決定している必要がない，データベース中

のデータに依存するという点でスキーマとは異な

る．シェイプを持つことで，従来のデータベース

の利点で、ある，データの問い合わせやトップダ、ウ

ン的なデータの整理を可能とすることができる．
して”int”と＂float”を持つ．

次に，シェイプの振舞いについて述べる．シェ

イプは次の2つの条件を満足する． 4 適用事例

条件 1全ての名前付きエレメントに対して，そ 4.1 遺物データ
の名前とデータ型に対応するエントリが、ンェ

本論文では，遺物データとして一乗谷朝倉氏遺
イプ中に存在しなければならない．

跡から出土した茶碗と皿の破片を対象とする．

条件2どの名前付きエレメントにも存在しない 出土した破片には，識別番号が割り当てられて

名前はシェイプ中のエントリに存在してはな 保管されている．また，明らかに複数の破片が互

ハH
U

F
h
d
 



1996年12月 公開シンポジウム「人文科学とデータベースJ

ワークステーションHP 90005730 (HP-UX 9.0 

）上で，商用のオブ、ジェクト指向データベース管

理システム UniSQL1を使用してc＋＋言語により

プロトタイプシステムを構築した．

基本DBでは， UniSQLのデータベース中に基

本エレメントを格納するためのクラスを定義し，

さらに，科学データ一般に対応できるようなクラ

ス階層としている［7ぅ 14］.現在，約 1000件の破

片データを基本DB中に格納している．破片デー

タとして，碗か皿かの種別， 口縁部，胴部，腰部，

底の内外部の紋様，全体の高さ，高台の高さ，半

径，高台の半径，口の形状，底の形状，その他の

特徴を格納している．

基本DB中の基本データを導出DBから参照す

るための枠組みである指示エレメントは，流動的

データ型［16.15］を用いて実現されている．流動

的データ型とは，バイト列で表現されているマル

チメディアデータの不連続領域の操作を可能とす

るためのデータ型である．流動的データ型におい

ては，不連続領域のバイト列を仮想、セグメントと

呼び，バイト列全体を実データと呼ぶ．仮想、セグ

図9：破片の例（2) メントから実データの一部分への写像は指示エン

トリと呼ばれるデータ構造体を用いて表現される．

いに合致すると認められる場合には，接合され一 指示エントリは導出手続きと呼ばれるユーザ定義

体型破片として保管されている． の関数により実データから生成される．また，仮

図8と図 9に対象とした破片を示す． 図8は碗 想、セグメントは，対応関数により動的に作成され

の外側の部分であり，この破片からは口，胴，腰 る．図 10は基本DB中のデータの一部分を導出

の各部分にどのような模様が入っているか，口は D B中のデータとして参照している例である．図

内と外のどちらに沿っているかといった情報が得 10の基本DB中の複数の破片のイメージデータの

られる．図8の場合，口部分は四方棒という模様 うち， 真ん中の一つの破片のみを導出DBのデー

であり，胴部分は芭蕉葉文という模様，腰部分に タとして参照している． 上下二つの画像の対応を

は界線と呼ばれる線が二本入っている．また，口 とっているのが指示エントリである．このように，

は外側に反った端反りである．さらに，図 1の破 流動的データ型の機構により，基本データの一部

片は4つの破片から構成される一体型破片である． 分を仮想、データとして参照することが可能である．

図9は皿の内側の底部分であるが，ここにどのよ また，流動的データ型にはデータ型変換の機能が

うな模様が入っているかという情報が得られる． あり，文字列データとして格納されているデータ

図9の場合，烏の絵である．他にも，底の形状が を導出データベースにおいて数値データとして参

図8：破片の例（1)

｜許認ぶ~；，z::;;,·~I 

高台かごけ底か，口半径，高台高さ，高台半径，

全体高さといった大きさに関する情報が得られる．

4.2 プロトタイプシステム

1UniSQLはUniSQL社の登録商標である．
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図 10：仮想セグメントの例

照するといったことが可能である．

導出DBを管理するシステムは，基礎部分の

設計と実装が終了している［12トデータエレメン

ト，名前付きエレメント，オブジェクトの要素を

じniSQLのデータベース中に定義し，それらを用

いたデータの格納が可能である．また，データの

削除，検索も可能である．ただし，これらの操作

は，現在， c＋＋言語の関数により実行する必要

がある．

4.3 ユーザインタフェース

プシステムと独立に動作している．検索対象の

データは第50次発掘調査で得られたデータで，

発掘場所（グリッド），地層，大別，器種，備考

という項目がある．

本インタフェースでは，データの検索ならびに

検索結果の表示に， CGI機能［20］を使用してい

る．現在，データの検索にはPerlを用いている．

データの表示には PerlならびにC言語を用いて

おり，検索結果に応じて地図上の変更箇所の書き

換えを行っている．グリッドは，地図上で横方向

I～v (14本），縦方向60～80(21本）の記号で

表した線を用いて等間隔に分割しており，グリッ

ドはその記号（例えば， R70）を指定することに

よって任意に決められる．

5 おわりに

本論文では，遺物データを柔軟に管理するデー

タベースの枠組みについて述べた．この枠組み

では，従来のデータベースでのようにあらかじ

めデータ定義を行う必要がない．遺物から得られ

たデータを，データ定義を行わずに，とりあえず

データベースに格納することができ，後からデー

タの整理を行うことができる．この枠組みの主な

特徴は，（1）基本DBと導出DBという 2種のD

Bを導入したこと，（2）物事を徹底して集合とと

らえたことである．このプロトタイプシステムを

構築し，また，地図上で検索結果を表示できるよ

うにしている．

今後は， 基本DBと導出DBのグラフイカル

ユーザインタフェースの設計と実現，本論文で述

ユーザインタフェースは，将来情報をネットワー ベたユーザインタフェースとプロトタイプシステ

ク公開することも考慮して， HTML文書として ムの連動，データの導出過程の管理の実現，大量

作成している．本インタフェースで、は，地図上で の遺物データ管理への適用が課題である．

出土品の分布をグラフイカルに表示できるように

している．実行例を図 11に示す．図 11では，土

師の皿の出土分布を求めるように指定している．

この検索結果を図 12に示す．発掘場所を表すグ

リッドごとに地図上で破片の出土数に応じて色が

変わるようになっており， 一目で出土数の多いと

ころや出土範囲が分かる．

本インタフェースは，現在，前述のプロトタイ

謝辞
データの収集，分類作業，ならびに，考古学デー

タの管理に関する議論などでお世話になっている

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館の岩田隆氏，水

村伸行氏に深謝いたします．
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・・出土箇所の出土品個数別色分け・・

1. イコウ位置

ぞ－つどら《
Mらち』」

＋
ふるす力入を置位

r
土一
物

拙一
鰍

劃一？。
2 大別く出土品の作成去〈出身）‘原料＞

0 直接大別を入力す吾にはこちらからどうぞ庶 務

3 号i~Iく出土品の形状・種類＞

0直樹齢入力するにはこちらからどうぞ綴 瀦

i守二タ溢訳語71 ~主立量五；i

図 11：検索指定の例

目寄附｛想以よ 翻！5<MO~I間 関100一地 震安川崎ロ）＆－SO倒
騒fO•JQ劉 00-io偏む10録、，

イコウ：タ 大別：：土師 器種：皿

図 12：検索結果の例

守
d

F
同
U



1996年12月 公開シンポジウム「人文科学とデータベースJ

参考文献

[l］特集・考古学とコンピュータ，考古学ジャー

ナル， No.215, ppふ39(1983). 

[2］特集・考古学とコンビュータII，考古学ジャー

ナル， No.294, pp.4・25(1988). 

[3］及川昭文： J考古学データベースとその課題，

考古学ジャーナル， No.215, pp.15・20(1983). 

[12］中田充，宝珍輝尚，都司達夫：サイエンティ

フィックデータベース管理システムDREAM

の設計，情報処理学会平成7年後期全国大会，

5E-09 (1995). 

[13］中閏充，宝珍輝尚，都司達夫：サイエンティ

フィックデータモデ、ルのー評価，電子情報通

信学会データ工学研究会 DE95-64，信学技

報 Vol.95, No. 287, pp. 113-120 (1995). 

[14］中田充，宝珍輝尚，都司達夫：サイエンティ
[4］及川昭文：情報化社会の考古学，考古学 フイツクデータベースのための一次データの

ジャーナル， No.294, pp.15-20 (1988）・ 一管理法，情報処理学会平成8年前期全国大

会， 2Q-2(1996). [5］上島紳一，大月 一弘，森下淳也，田中克己：

歴史的資料を対象としたサイエンテイフイツ [15］原田正則，宝珍輝尚，中田充，都司達夫：

クデータベースのシステム設計，電子情報通 流動的データ型を用いたマルチメディアデー

信学会技術報告，DE93-47(1993). タ参照機構の設計と実装， 1996年度電子情

報通信学会総合大会， D-64.(1996) [6］打浪清一：フィールド調査データ処理にお

けるマルチメディアデータベースラ情報処理， [16] Rochin, T. and TsujiぅT.: On the Applica-

Vol.28ぅNo.6,pp.773-783 (1987). tion Interface of the LIQUID data type for 

[7］大平晃洋，中田充，宝珍輝尚，都司達夫：考

古学データベースのー構成法，平成6年度電

気関係学会北陸支部連合大会， E-45,pp.339 

(1994). 

[8］加藤和彦：オブ、ジェクト指向データベースシ

ステムの記憶構造，情報処理， Vol.32,No.5, 

pp.532-539 (1994). 

[9］杉田繁治：人文科学におけるマルチメディ

アデータベースヲ情報処理， Vol.28,No.6, 

pp.765-772 (1987). 

flexible manipulation of multimedia dataう

Proc. of Int’I Symposium on Advanced 

Database Technologiesぅpp.200-206 (1994). 

[17］中田充，宝珍輝尚，都司達夫：考古学データ

の柔軟な管理をめざしたデータベースシス

テムの設計と実装，日本情報考古学， Vol.1, 

No. 1, pp.46-54 (1996). 

[18］宝珍輝尚，安達政伸，原田 正員lj，中田充，

都司達夫： i考古学のための一次データベー

スについて，日本情報考古学会第1回大会，

pp. 62-67 (1996). 

[10］中田充，宝珍輝尚，都司達夫：サイエン [19］宝珍輝尚，中田充，都司達夫：インスタンス

ティフイツクデータベースのためのデータモ ベースのデータベースにおける柔軟なスキー

デ、ルのー提案，情報処理学会研究報告，デー マについて，情処学第53回全国大会， 3R-6,

タベースシステム研究会 101-9,pp. 65-72 pp. 3-29 3・30(1996）・

(1994). 

[11］中田充，宝珍輝尚，都司達夫：サイエン

ティフィックデータベースにおけるデータモ

デ、ルの考察，平成6年度電気関係学会北陸支

部連合大会， E-44,pp.338 (1994). 

[20] 薮暁彦，田辺茂也： HTML早わかりマイ・

ホームページを作ろう，インターナショナル

トムソン・パブ、リッシング、ジャパン（1995).

4
4
 

に
d


